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■学校施設の複合化・多機能化・高機能化の考え方（案） 

複合/多機能別 施設の機能 考え方 状況 課題 

複合化 

（学校以外の機能
のものを併設する） 

放課後児童クラブ 

新しい学校の敷地内に放課

後児童クラブの設置を検討す

る。 

・放課後児童クラブの対象は小学校１～６年

生で、その利用は年々増加傾向にある。 

・現在の放課後児童クラブは、学校内の空き教

室利用が多い。 

・2030 年時の見込みは、相良地域 120 人、

榛原地域300人程度。 

・厚生労働省の方針としては、新しい学校への

放課後児童クラブの設置を基本としている。 

・児童クラブの建設スペース（専用区画

1.65㎡/人+α）と費用の確保が必要。 

・福祉施設となり建設や運営に係る補助

金も別のため、敷地内に別棟が想定され

る。用地の確保はできるが、大規模な施

設となるため、教室の併用や各地域への

設置も含め場所を検討する必要がある。 

多機能化 

（学校にあるものの
機能を拡充する） 

学校図書館 

学校図書館として子どもたち

の利用や授業での活用のしや

すさを一番に考えた上で、地

域利用の方法を検討する。 

・学校図書館は、現在、会計年度職員の学校

司書が巡回して図書の整備等を行っているが、

再編により学校常勤が可能となる。 

・地域利用をする場合は、市立図書館との連

携が必要となる。（蔵書・職員配置等） 

・みんなの学校として、地域の方も利用で

きる形としたい一方、授業の充実や防犯

を堅固にしたい面もある。 

・地域利用の時間帯や利用のターゲット

等を検討する必要がある。 

体育館・グラウンド・ 

武道場 

現在の学校同様、体育館、

武道場、グラウンドを地域利

用する。 

・現在は、平日昼間は学校が使用することにな

っているが、夜間・休日は一般貸出をしている。 

・利用ルールや修繕が必要となった場合

の対処ルールを定める必要がある。 

・一般利用の動線を考慮して配置やゾー

ニング等を行う必要がある。 

調理室・音楽室・美術

室・多目的室等特別教

室 

みんなの学校として夜間・休

日等の特別教室の地域利用

を検討する。 

・現在の学校は動線確保がされていないため、

地域利用が難しいが、学校にある専門の部屋

について地域利用の希望（貸館機能）があれ

ば活用方法を検討する。 

・普通教室や職員室等などの学校エリア

と地域利用エリアのゾーニング、動線を考

慮する必要がある。 

・貸館にする場合は管理人などが必要と

なる。 

防災倉庫・自家発電等

の災害時の防災機能 

体育館や学校敷地内に防災

時に必要な設備・機能を備え

る。 

・学校の体育館は児童生徒の利用できる規模

とする。 

・災害時には避難所になることが想定される。 

・災害時に利用しやすい場所や必要な

機能について、地域のニーズを聞く必要が

ある。 

資料４ 
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複合/多機能別 施設の機能 考え方 状況 課題 

高機能化 

省エネ性能の水準に適

合する建築物の整備 

校舎を RC造にし、温かみが

ある空間とするため教室の内

装を木質化する。 

ZEB を始めとする脱炭素化に

向けた省エネルギー化等の導

入を検討する。 

・学校再編計画の施設の方針には「子どもの居

場所となる快適で温かみのある生活空間」、ま

た、項目には「脱炭素社会の実現を目指した

学校施設整備」が謳われている。 

・牧之原市はゼロカーボンシティ宣言をしてい

る。 

・内装木質化の範囲（全館・主に子ども

たちがいる場所限定） 

・どこまでの省エネルギー化を図るか。 

ユニバーサルデザイン

（バリアフリー含む） 

すべての子どもたちが楽しく学

び生活でき、誰もが来ることが

できるよう、学校敷地内すべ

てをユニバーサルデザイン化す

る 

・学校再編計画の施設の項目に「インクルーシ

ブ環境の整備」が謳われている。 

・分かりやすい表示や段差を解消することで誰

もが来やすい学校をつくる。 

・災害時の避難所機能の向上につなげる。 

 

空調・Wi-Fi 

学校全体が学びの場、健やか

な環境整備のため全館空調

及びWi-Fi を整備する。 

・教室は空調やWi-Fi が整備されているが、体

育館等は整備されていない。 

 

 

 


